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【
一
般
書
】
『
冒
険
家

－

75
歳
エ
ベ
レ
ス
ト
挑
戦
記

－

』

三
浦
雄
一
郎 

著

実
業
之
日
本
社　

２
０
０
８
年
７
月
初
版
発
行

請
求
記
号　

一
般
２
９
２
ミ
ウ

　

加
齢
へ
の
挑
戦
。
75
歳
に
し
て
２
度
目
の
エ
ベ
レ

ス
ト
登
頂
を
果
た
し
た
著
者
。
70
歳
に
な
っ
て
か
ら

再
登
頂
を
決
意
し
た
。
「
始
め
る
の
に
年
齢
は
関
係

な
い
。
」
あ
た
か
も
そ
う
感
じ
さ
せ
る
１
冊
。

【
一
般
書
】
『
山
の
遭
難

－

あ
な
た
の
山
登
り
は
大
丈
夫
か

－

』（
平
凡
社
新
書
）

羽
根
田
治 

著

平
凡
社　

２
０
１
０
年
１
月
初
版
発
行

請
求
記
号　

一
般
７
８
６

　

「
山
で
の
遭
難
」
を
テ
ー
マ
に
歴
史
や
統
計
、
救

助
活
動
な
ど
の
話
を
展
開
す
る
。
そ
の
ほ
か
、
安
易

な
救
助
要
請
の
問
題
や
ツ
ア
ー
登
山
、
ガ
イ
ド
登
山

と
い
っ
た
最
近
の
傾
向
に
つ
い
て
考
察
し
た
１
冊
。

【
一
般
書
】
『
紅
葉
を
撮
る
カ
メ
ラ
ワ
ー
ク

－

写
真
テ
ク
ニ
ッ
ク
と
撮
影
地
紹
介

－

』

千
葉
克
介 

著

主
婦
と
生
活
社　

１
９
９
８
年
９
月
初
版
発
行

請
求
記
号　

一
般
７
４
３
チ
バ

　

目
に
も
鮮
や
か
な
紅
葉
を
美
し
く
撮
る
に
は
ど
う

し
た
ら
よ
い
か
。
発
行
か
ら
長
い
時
を
経
た
今
で
も

撮
影
時
の
工
夫
を
見
つ
け
ら
れ
る
１
冊
。
眺
め
て
い

る
だ
け
で
も
写
真
の
鮮
や
か
さ
に
魅
了
さ
れ
ま
す
。

【
児
童
書
】
『
落
ち
葉
』

吉
平
山
和
子 

文
と
絵　

平
山
英
三 

構
成
と
写
真

福
音
館
書
店　

２
０
０
５
年
９
月
初
版
発
行

請
求
記
号　

児
童
６
５
３
ヒ

　

ふ
と
目
に
と
ま
っ
た
１
枚
の
落
ち
葉
。
じ
っ
と
眺

め
て
い
る
と
、
だ
ん
だ
ん
だ
ん
だ
ん
落
ち
葉
の
盛
り

上
が
り
や
穴
が
山
や
湖
に
見
え
て
き
て
…
。
き
れ
い

な
落
ち
葉
に
出
会
え
る
の
が
待
ち
遠
し
く
な
る
１

冊
。

図
書
館
の
本
棚
「
山
登
り
特
集
」

－

山
登
り
が
い
っ
そ
う
楽
し
く
な
る
、そ
ん
な
１
冊
を
紹
介
し
ま
す
。

－ 

別
置
紹
介
中

【地域文庫のお知らせ】
（児童書の貸出、お話会など。）

つくし文庫‥９月17日、10：00～12：00

　　　場所／上富１区第１集会所にて

あらた文庫‥毎週火曜日15：30～18：00

　　　場所／荒田自宅にて

（藤久保536－4　三芳東中学校近く）
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〈中央図書館〉

ぐりぐらタイム

（絵
え ほ ん 　 か み し ば い

本・紙芝居・手
て あ そ

遊び・本の紹
しょうかい

介 )

第１・３金曜日

11：00～ 11：15　６ヶ月～１歳
さい

（保
ほ ご し ゃ ど う は ん

護者同伴）

11：20～ 11：40  ２・３歳～

（保
ほ ご し ゃ ど う は ん

護者同伴）

第２・４火曜日　

16：00～ 16：30　3歳～小学生

かにかにこそこそ

　（昔
むかしばなし

話などを覚
おぼ

えて語
かた

る練
れんしゅうかい

習会）

第３水曜日　10：00～ 12：00　大人対象

○ブックスタート

　（４か月児健診時に、保健センターにて）

◎ブックスタートプラス

　（２歳児歯科健診のあと、図書館にて）

〈竹間沢分館〉

ぐりぐらタイム

（絵
えほん

本・紙
かみしばい

芝居・手
てあそ

遊び・本
ほん

の紹
しょうかい

介）

第４火曜日 11:00～11:30 ６か月～３歳

（保護者同伴）

◆スイミ－おはなし会

（絵本・紙芝居・手遊び・本の紹介）

第４木曜日 16:00～16:30 ４歳～小学生

日 月 火 水 木 金 土
    1 2 3 

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30 10/1

9月 の 予 定

◎

 ◆

○

　

三
芳
町
の
各
小
学
校
で
は
、

毎
年
運
動
会
で
鼓
笛
隊
の
演
技

が
披
露
さ
れ
ま
す
。
鼓
笛
隊
は

６
年
生
で
組
織
さ
れ
、
指
揮
者

を
中
心
に
様
々
な
楽
器
で
演
奏

し
な
が
ら
隊
形
を
変
化
さ
せ
て

い
く
演
技
で
す
。
学
校
に
よ
っ

て
は
バ
ト
ン
の
チ
ー
ム
が
加
わ

り
、
華
や
か
さ
を
加
え
る
と
こ

ろ
も
あ
り
ま
す
。

　

鼓
笛
隊
の
演
技
に
は
、
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

子
ど
も
た
ち
は
こ
の
活
動
を
通

じ
て
仲
間
意
識
を
は
ぐ
く
み
、

最
高
学
年
と
し
て
の
自
覚
を
高

め
ま
す
。
１
年
生
か
ら
５
年
生

ま
で
の
子
ど
も
た
ち
は
、
こ
の

演
技
を
見
て
「
自
分
も
こ
ん
な

６
年
生
に
な
り
た
い
」
「
６
年

生
は
す
ご
い
」
と
い
う
意
識
を

も
ち
ま
す
。
鼓
笛
隊
の
演
技
は
、

観
客
の
皆
様
に
感
動
を
与
え
る

だ
け
で
な
く
、
子
ど
も
た
ち
の

自
信
と
誇
り
の
育
成
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。

　

鼓
笛
の
演
技
を
完
成
さ
せ
る

た
め
、
子
ど
も
た
ち
は
授
業
時

間
は
も
と
よ
り
、
休
み
時
間
や

放
課
後
の
時
間
も
使
っ
て
練
習

を
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
９

月
に
運
動
会
が
開
催
さ
れ
る
小

学
校
で
は
、
夏
休
み
に
も
校
庭

や
体
育
館
で
何
日
も
練
習
を
重

ね
て
い
ま
し
た
。
学
校
の
付
近

を
通
る
と
き
に
、
子

ど
も
た
ち
が
一
生
懸

命
に
練
習
し
て
い
る

姿
を
目
に
さ
れ
た
方

も
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ

と
と
思
い
ま
す
。

　

演
技
の
内
容
は
、

毎
年
話
題
に
な
っ
た

曲
を
取
り
入
れ
、
演

奏
す
る
子
ど
も
た
ち

だ
け
で
は
な
く
、
幅

広
い
年
齢
の
方
々
も

楽
し
め
る
よ
う
に
し

て
い
る
そ
う
で
す
。
特
に
、
三
芳

小
学
校
で
は
今
年
、
バ
ト
ン
担
当

ば
か
り
で
は
な
く
、
楽
器
担
当
も

「
踊
り
な
が
ら
演
奏
す
る
」
と
い

う
新
た
な
取
り
組
み
に
も
挑
戦

す
る
そ
う
で
す
。
そ
し
て
、
そ
の

振
り
付
け
は
子
ど
も
た
ち
の
考

え
た
も
の
だ
そ
う
で
す
。
演
奏
や

ド
リ
ル
の
完
成
度
に
加
え
、
構
成

の
工
夫
も
見
所
で
す
。

鼓
笛
隊
の
演
技
を

完
成
さ
せ
る

た
め
に
は
、

全
体
の
中

で
自
分
の

役
割
を
ど

の
よ
う
に

果
た
す
か
を

考
え
な
が
ら
練

習
し
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。
運
動
会
で

は
、
一
人
一
人
の
意
欲
的
な
取
り

組
み
が
演
技
に
表
れ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

　

地
域
の
皆
さ
ん
も
、
お
近
く

の
小
学
校
の
運
動
会
に
足
を
運

ば
れ
、
子
ど
も
た
ち
の
努
力
の

成
果
を
ご
覧
に
な
っ
て
は
い
か

が
で
す
か
。

Z
学
校
教
育
課
（
H
５
２
３
）

　

多
福
寺
の
山
門
を
く
ぐ
る
と
、

右
手
に
大
き
な
鐘

し
ょ
う
ろ
う
楼
と
梵

ぼ
ん
し
ょ
う
鐘
が

見
え
て
き
ま
す
。
こ
の
鐘
楼
は
、

平
成
一
四
年
、
創
建
三
百
年
記

念
と
し
て
た
て
か
え
ら
れ
た
も

の
で
す
が
、
つ
り
下
げ
ら
れ
た

梵
鐘
は
「
多
福
寺
の
銅
鐘
」
と

呼
ば
れ
、
昭
和
三
九
年
に
埼
玉

県
有
形
文
化
財
（
工
芸
品
）
に

指
定
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
銅
鐘
は
、
江
戸
の

鋳い

も

じ

物
師
椎し

い
な
い
よ
の

名
伊
予

守か
み
ふ
じ
わ
ら
よ
し
ひ
ろ

藤
原
良
寛
の

作
で
、
三
富

開
拓
を
直

接
指
揮
し

た
川
越
藩

の
家
老
曽

根
権
太
夫

に
よ
り
、
三

富
開
拓
が
終

了
し
た
元
禄
九

年
（
一
六
九
六
）
に

寄
進
さ
れ
た
も
の

で
す
。
大
き
さ
は
、

高
さ
六
尺
一
寸

（
約
一
八
四

）
、

口
径
三
尺
二
寸

（
約
九
七

）
、
厚

さ
三
寸
三
分
（
約

一
〇

）
、
重
さ

は
三
八
〇
貫
（
約

一
四
二
五

）
と
い

わ
れ
、
元
禄
期
の

特
徴
で
あ
る
均
整

の
と
れ
た
優
美
な

姿
を
し
て
い
ま
す
。

　

銅
鐘
の
池
ノ
間

に
は
、
「
三さ

ん
ぷ
さ
ん
た
ふ
く
ぜ
ん
じ
し
ょ
う

富
山
多
福
禅
寺
鐘

銘め
い
な
ら
び
に
じ
ょ

并
序
」
と
題
す
る
銘
文
が
刻

ま
れ
て
い
ま
す
。
前
半
は
、
曽

根
権
太
夫
に
よ
る
元
禄
九
年
五

月
一
日
の
撰
文
で
、
吉
保
が
川

越
に
新
田
を
開
き
、
上
富
中
富

下
富
の
村
の
名
は
孔
子
の
言
葉

か
ら
採
っ
た
こ
と
、
多
福
寺
建

立
の
意
義
や
賞
賛
の

言
葉
、
新
し
い
村
が

繁
栄
す
る
こ
と
を
願

う
言
葉
が
記
さ
れ
て

い
ま
す
。
後
半
は
、

多
福
寺
開
山
洞
天
恵

水
和
尚
に
よ
る
同
年

八
月
吉
日
の
撰
文
に

よ
る
も
の
で
、
三
富

を
開
拓
し
多
福
寺
を

創
建
し
た
吉
保
へ
の

賞
賛
や
、
権
太
夫
の
功
績
を
た

た
え
る
言
葉
が
刻
ま
れ
て
い
ま

す
。

　

古
文
書
に
よ
る
と
、
五
月

一
六
日
に
鐘
楼
が
完
成
し
、
八

月
六
日
に
本
堂
の
前
か
ら
鐘
楼

ま
で
矢
来
を
結
い
、
筵

む
し
ろ

を
敷
い

て
釣
鐘
供
養
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

鐘
の
つ
き
始
め
は
洞
天
和
尚
、

次
に
権
太
夫
・
主か

ず
え計

父
子
、
そ

の
次
に
釣
鐘
作
者
が
つ
い
た
と

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
釣
鐘
供
養

終
了
後
、
権
太
夫
は
集
ま
っ
た

大
勢
の
参
詣
者
に
、
祝
い
餅
を

振
る
舞
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

元
禄
の
音
に
思
い
を
は
せ
て
、

初
秋
の
多
福
寺
境
内
を
散
策
し

て
は
い
か
が
で
す
か
。

Z
社
会
教
育
課
（
H
５
１
７
）

6年生はかっこいい!!

第六回 多福寺の銅鐘

銅鐘に刻まれた銘文

昨
年
度
の
運
動
会
の
様
子
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多福寺鐘楼

《受講者募集中！》
紙しばいの楽しみ方・演じ方－実技指導あり－

10月15日13：00～16：00　中央図書館にて

内 容　演じ方一つで、伝わ

る世界がガラリと変わる

紙芝居。そのコツを学び

ましょう。

講 師　吉松美代子氏（人形

劇団みやしろ代表、紙芝

居研究家）

対 象　図書館、学校、保育

所、地域の施設などで紙

芝居を演じている人、興

味のある人　

定 員　40人（実技指導を受けられるのは４～５人です。）


